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山形大学インクジェット開発センター

インクジェット技術のオープンイノベーション拠点
2017年10月発足、2018年4月活動開始

 実用化を目指した応用研究
 企業での研究開発・事業化経験教員
 民間企業との連携･共同研究（企業ニーズ）
 自主独立採算運営

INOEL
床面積: 4,367m2 （２階建て）
クリーンルーム: 1,200m2

(クラス 10,000 / 1,000) 

インクジェット
コンソーシアム
（YU-IJC）

個別型

産学連携

実験室 264㎡
オフィス 68㎡
スタッフ 15名

インクジェット
研究会

（ YU-IJWS ）

基礎研究
応用研究
標準化

人材育成

有機エレクトロニクス
イノベーションセンター

有機材料システム
事業創出センター



デジタルマニュファクチャリング
３つの最先端デジタルものづくり技術の融合

デジタル積層造形技術

 ３Dプリンティング：

粉体等による造形

 インクジェット：

インクによる加飾

 ホールガーメント：

糸による立体編成



ホールガーメント®

・綿，⽑，絹
・ポリエステル，ナイ

ロン，ポリウレタン
・⾦属，カーボン 等

⽷ ホールガーメント
編機

水に溶ける糸（水溶性ビニロン）
熱で融着する糸
熱で収縮する糸



「つくる」 ＝ 「デザインする」 ＋ 「出力する」
身近な例：プレゼンテーション資料、報告書、フォト

・⾦属
・セラミクス
・樹脂

粉体
フィラメント

チップ
3Dプリンター

・⾊材
・⾦属，樹脂
・絶縁体，半導体
・化合物

インク インクジェット
プリンター

・綿，⽑，絹
・ポリエステル，ナイ

ロン，ポリウレタン
・⾦属，カーボン 等

⽷ ホールガーメント
編機

• 多様な方式
• 材料でプリンターが異なる
• ある程度の材料選択可

• 原則、決められたインク
• インク開発が必要

• 多様な糸が供給
• 多様な材料



企業が集い、イノベーションを創出する
共創の場としてsandbox環境

企業間の融合を促す共創の場(sandbox)

 スクラップ＆ビルド環境におけ
る異業種間交流による新しい
モノの創発（PoV→F/S, 
PoC→テストマーケ）

 時系列によるモノづくりではなく
、ネットワーク型の連携・連鎖
によるコンカレント＆アジャイル
開発（モノづくりプロセスの変革
）

 新たな技術を知る・触れること
による新しい可能性の感受と
未来像のイメージ化

Sandbox (= 砂場)の狙い

集う

共創する 主要技術

マテリアルテーマ/
アウトプット

異業種企業間連携
（＝ネットワーク)

異業種企業連携によ
るイノベーション（オー

プン)

各企業コアコンペタ
ンスの更なる強化(ク

ローズ)
共創活動から得たヒント
を元にした自社コアコン
ペタンスの強化

企業が補完しあうこでの
イノベーション創出

アカデミアテーマ
の創出

共創活動でのニーズを大
学のシーズ研究へと反映
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